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物
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郵
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mω

穂

一

-

一

今

年
か
ら
米
の
自
由
阪
貿
に
一
務
所
の
意
見
を
参
酌
し
.
水
陸

和

三

一

一

昭
第

一
な
る
と
か
、
前
年
同
様
統
制
さ
一
蔚
の
牧
種
見
込
敷
撞
よ
り
、
農

f
I、
一
れ
る
と
か
、
色
々
と
話
題
に
の
一
家
に
必
要
な
保
有
最
前
び
に
知

一
っ
て
い
た
が
、
結
局
は
、
今
ま
一
事
の
指
定
し
た
原
積
採
穣
困
産

一
で
と
同
様
、
政
府
で
買
入
れ
る
一
の
穏
籾
の
生
産
数
量
を
差
引
い

一
こ
と
に
な
り
‘
廓
が
政
府
か
ら
一
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す

一
割
当
て
を
変
け
た
八
十
一
万
石
一
な
お
農
家
保
有
孟

(
生
産
者
保

桐
明
一
そ
各
都
市
へ

夫
々
指
示
を
し
た
一
有
米
穀
〉
は

-コ
-

E

嵩
魚
津
市
へ
は
九
月
二
十
九
日
一
パ
イ
〉
穂
子
ハ
用

二
万
千
九
十
八
石
の
割
富
を
受
一
本
年
宿
の
作
付
面
積
に
、
反

け
た
の
で
あ
り
ま
す
。
市
で
は
一
宮
積
子
走
水
稲
二
升
二
合
、

早
速
各
地
匿
の
農
業
委
員
曾
長
一
陸
宿
三
升

(
米
換
算
)
の
割

の
参
集
を
求
め
.
意
見
を
徴
し

一

を
も
っ
て
算
出
し
ま
し
た
。

各
支
所
へ
買
上
量
を
示
し
ま
し
一
〈
ロ
〉
飯
用

た
。
是
非
農
家
の
方
々
の
一
一
層
一
飯
用
保
有
賀
は
、
本
年
入
月

の
御
努
力
を
御
協
力
と
お
照
し
一

一
日
現
在
食
開
事
務
所
調
査

ま

す

。

一

に

よ

る

生

産

供

出

資
料
の
、

買
入
数
量
割
宮
算
定
方
法
一
米
作
農
家
人
口
戸
数
商
積
を

市
は
昭
和
二
十
七
年
産
米
の
政
一
基
礎
と
し
、
市
の
調
査
人
口

府
買
入
数
量
の
算
定
に
つ
い
て
一
を
勘
案
の
上
.
既
定
保
有
米

統
計
調
査
事
務
所
及
び
食
糧
事
一

・
基
準
輩
及
び
米
食
容
に
よ
り
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鰹
営
の
規
模
紋
況
を
考
慮
し

て
算
出
し
ま
し
た
。

(
な
お
米
作
人
口
は
十
一
月
一

日
現
在
の
推
定
人
口
に
よ
っ
た

〉
探
穂
圃
産
穣
籾
ハ
積
子
用
米
穀

)
「
主
要
農
産
物
語
子
法
」
に

基
き
設
置
し
た
牒
指
定
々
探
麗

園
の
面
積
に
、
そ
れ
ぞ
れ
平
均

反
牧
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
し
た

@
各
支
所
の
割
詰
数
量
は

魚

津

四

四

石

ユ

一

下
中
島
一
一
一
一
一
一
一
一四
、
二

・上

中

島

三

二

五

四

、

七

密

倉

一

一

五

入

、

九

上

野

方

二

五

七

四

、

六

下

野

方

二

六

一

二

、

入

片

貝

六

入

九

向

六

加

積

一

五

七

0
.
二

遭

下

一

四

九

七

.

一

経

団

一

三

七

九

、

七

天

神

一

二
二
四
六
、
六

西

布

施

一

七

三

五

、

三

合
計
二
一
、

O
九
入
石

O

@
貫
入
の
債
格
は

属

類

量

目

等

級

債

格

玄
米
正
味
六

O
庖
に
つ
き

一
等
三
、

O
九
五
円

二
等
三
、

O
六
O
円

三
等
三
、

0
0
0円

四
等
二
.
九
四

O
円

五
等
二
、
七
九

O
円

精
米
h
v

一
等
一
ニ
町
二
二
八
円

二
等
三
、
二
プ
八
円

も
み
h
v

一
等
一
、
四
四
入
円

二

等

て

四

O
二
円

包
装
料
俵
入
新
俵

二

重

俵

入

O
円

復

式

俵

六

O
円

一

重

俵

三

五

円

臥
入
新
か
ま
す

・七
五
円

@
も
ち
米
の
債
格
は

十
二
月
十
日
ま
で
貿
渡
し
た

も
の
玄
米
正
味
六

O
Eに
つ
き

四
八

O
円
増

も
み
三
七
、
・
五
庖
に
つ
き

二
二

O
円
増

早
場
米
出
荷
奨
働
金

…

準

下

財

産

区

…

道

下

…
財
産
匝

…
議
会
聞
か
る
…
蟻
曾
の

第
一
回
の
議
曾
ペ
組
織
議
曾
)

は
.
去
る
九
月
三
十
日
午
後
三

時
市
役
所
賎
場
で
開
曾
さ
れ
、

議
長
及
び
副
議
長
選
患
が
行
は

れ
て
、
左
の
諸
氏
が
営
選
し
.

ま
た
議
員
の
議
席
也
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

議

畏

川

岸

久

平

副
議
長

加
藤
長
左
衛
門

議
員
の
議
席

一

番

石

川

二

番

高

林

清
次
郎

欣

二

期

間

六

O
庖
に
つ
き

第
一
期
十
月
五
日
ま
で

四
O
O円

第
二
期
十
月
廿
日
ま
で

二
入

O
円

第
三
期
十
一
月
ボ
町
ま
で

二
O
O円

第
四
期
十
一
月
三
十
日
ま
で

一一一

O
円

三

番

大

島

源

寄

四

番

谷

島

重

次

郎

五

番

川

岸

久

平

六

番

阿

部

恒

次

郎

七

番

谷

島

孝

吉

、

八

番

加

藤

長

左

衛

門

九

番

山

田

七

五

郎

、十

番

頭

川

伊

作

十

一

番

寺

崎

孫

四

郎

十
二
番

目

村

蘭

一

日
臨
時
議

会

一
左
の
事
件

日
審
議
の
た

…

の

招

集

…

め

十

月

十

八
日
午
後
三
時
市
役
所
曾
議
室

で
臨
時
曾
が
招
集
さ
れ
ま
す
。

一
、
臨
時
出
納
立
曾
議
員
互
選

の
件

二
.
道
下
財
産
匝
議
曾
議
員
の

報
酬
及
び
賞
用
排
償
支
給
傑

例
設
定
の
件

三
、
昭
和
廿
七
年
度
道
下
財
産

@
超
過
供
出
奨
働
金
に
つ
い
て

こ
の
奨
働
金
は
、
支
所
が
完
納

し
且
つ
個
人
し
た
も
の
が
超
過

供
出
す
る

E
交
付
す
る
。

@
自
由
阪
貿
に
つ
い
て

燃
が
完
納
支
所
完
納
し

R
個
人

も
完
納
し
た
も
の
が
で
き
る
。

但
し
費
渡
し
先
き
は
農
林
省

の
指
定
業
者
に
限
る
。

一一八V
布
施
中
撃
の
講
堂
落
成

約
九
百
人
を
牧
容

で
き
る
近
代
的
建
築

去
る
五
月
か
ら
、
着
工
し
て
一

1
ジ
の
麗
さ
、
天
井
の
反
響
止

い
た
‘
魚
津
市
と
東
布
施
村
と
一
め
、
照
明
設
備
も
考
慮
さ
れ
た

の
組
合
立
布
施
中
学
校
の
講
堂
一
八
聞
に
十
九
聞
の
鹿
さ
は
、
ゆ

溜
築
は
、
こ
の
程
竣
工
.
去
る
一
う
に
九
百
人
を
収
容
で
き
る
近

十
一
日
、
木
の
香
の
に
ほ
う
新
一
代
的
な
建
築
様
式
を
と
り
入
れ

築
の
講
堂
で
.
東
賞
多
数
が
出
一
た
も
の
で
、
雨
や
雪
の
多
い
こ

席
し
て
.
そ
の
落
成
式
瓜
催
さ
一
の
地
に
あ
っ
て
は
、
雨
実
体
操

れ
ま
し
た
。

‘

一
場
と
し
て
も
充
分
活
用
も
で
き

こ
の
新
築
講
堂
は
、
山
村
な
一
叉
こ
の
地
の
会
曾
堂
的
役
割
を

ど
に
ま
れ
に
み
る
立
波
な
も
の
一
も
果
せ
る
立
振
な
も
の
で
あ
り

で
、
内
部
の
明
る
き
ゃ
、
ス
テ

.

M

・ます。

秋
の
美
術
を
飾
る

を
創
設
す
る
こ
と
に
し
、
曾
長

に
魚
津
市
長
金
光
邦
三
氏
を
推

戴
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
第
一
回
美
術
展
覧
曾

を
十
一
月
二
.
=
一
日
の
両
日
大

魚
津
市
内
の
醤
術
闇
体
が
協
町
小
学
校
新
築
校
舎
の
各
教
室

識
の
結
果
、
魚
津
市
襲
術
協
曾
を
展
賢
室
と
し
て
‘
開
催
さ
れ

魚
津
市
婆
術
協
曾
主

催
の
も
と
に
第
一
回
美

術
展
覧
曾
が
開
催
さ
れ

る

恒
蔵
入
歳
出
予
算
の
件

・一
四
、
道
下
財
産
匝
現
金
頭
入
先

め
件

…
農
産
物
品
評
…
十
一
月

…
会
の
開
催
…
一
一

M
r

一
一
日
間
、
西
部
中
学
校
℃
お
い

て
陸
産
物
品
評
曾
に
併
せ
て
.

農
業
改
良
質
鎖
展
示
を
行
ふ
諜

定
で
、
多
般
の
出
品
を
希
望
し

て
い
ま
す
。

…

果

樹

の

実

地

指

導

…

…

と

講

演

会

の

開

催

…

果
樹
園
襲
振
興
曾
で
は
.
千

葉
大
学
の
日
本
の
果
樹
の
権
威

者
畏
津
敬
授
を
招
い
て
‘
十
月

二
十
四
日
果
樹
の
資
制
指
導
と

講
演
曾
を
加
積
農
協
に
お
い
て

開
催
の
予
定
。

×
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【
落
成
の
布
地
中
学
講
堂
】
m

今
ま
で
雨
や
雲
mY
日
に
敬
室

に
と
ぢ
こ
め
ら
れ
て
い
た
同
校

=
一
百
三
十
人
の
生
徒
た
ち
も
運

動
も
で
き
る
わ
け
で
、
学
校
施

設
を
よ
く
し
よ
ろ
と
さ
け
ば
れ

て
い
る
折
か
ら
、
ま
こ
と
に
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

，、，
s
、，
Eats
，、，‘.，、，
E
、，‘.，、，
e
E
t
p
、，
e
，

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
内
襲
術
家
の
苦
心
に
苦
心

を
軍
ね
た
創
作
品
を
展
示
し
.

以
て
至
遭
伸
展
の
た
め
に
盤
さ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

展
覧
室
は
、

書
道
室
二
、
総
一間
室
一

一
‘
参
考

室
一
、
児
章
生
活
室

一、

思

・民
室
一
、
生
花
室
二
、
工
嬰

晶
室
一
‘

詩
歌
室

一
、
の
十

一
室
で
、
各
自
に
お
い
て
は
ど

し
ど
し
出
品
さ
れ
ん
こ
と
を
希

望
さ
れ
て
い
ま
す
。
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グ
火
の
用
心
'

が
あ
り
ま
し
て
、
原
石
を
殆
ん

ど
そ
の
ま
ま
で
使
っ
た
時
代
と

石
を
手
頃
に
う
ち
欠
い
て
使
っ

た
時
代
と
.
う
ち
欠
く
ば
か
り

で
な
く
‘
砥
に
か
け
て
磨
い
て

作
っ
た
時
代
と
.
中
へ
則
さ
れ
る

の
で
あ
り
ま
す
。
天
神
山
の
遺

跡
は
果
し
て
何
時
頃
の
石
器
で

し
ょ
う
か
。

こ
れ
等
は
い
ろ
い
ろ
の
研
究

の
結
果
.
結
論
が
で
る
の
で
し

ょ
う
が
.
い
づ
れ
に
し
て
も
.

二
、
二
一.千
年
前
か
ら
先
住
民
族

が
こ
の
地
方
一
帯
に
生
活
'し
て

い
た
こ
と
が
う
な
づ
か
れ
る
の

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
ど
の
様
な
入
建
が
移

住
し
て
開
拓
に
着
手
し
た
か
は

全
く
記
録
が
な
く
、
不
明
で
あ

り
ま
す
。

今
か
ら
約
五
百
年
前
明
路
二

年
将
軍
足
利
義
糊
京
都
の
乱
を

避
け
る
た
め
宮
地
小
川
寺
に
来

住
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が

べ
そ
の
恩
に
感
謝
し
て
義
時
が

守
本
軍
菅
会
像
を
光
学
坊
に
の

こ
し
た
。
坊
で
は
こ
れ
を
こ
の

山
に
嗣
っ
て
天
神
山
と
稽
し
た

と
停
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
天

神
の
名
称
呉
こ
こ
か
ら
で
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(
次
号
値
く
〉



。ji--ja--u•. 
0
移

て

曲
目
R

串

事

日

の

い

…
:-ji---
・1
:・
一

種

つ

…

E
k
u…
菜

K

0
・
3
:
:
:
汁:ん
v

①

植

今
月
か
ら
十
一
月
の
上
旬
に
か

け
て
薬
種
移
植
の
適
期
で
す
。

菜
種
設
培
で
最
も
重
要
な
こ
と

は
、
苗
作
り
で
「
苗
七
分
作
」

と
い
わ
れ
る
。
生
育
旺
盛
で
.

撃
が
太
く
‘
短
く
所
謂
が
っ
ち

り
し
た
も
の
が
良
苗
で
あ
る
。

菜
種
の
肥
料
は
.
基
胞
に
は
燐

酸
分
及
加
里
と
共
に
堆
胞
を
十

分
施
L
.
窒
素
は
一
部
基
胞
と

し
.
残
り
は
追
肥
と
し
て
分
施

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
一
一
一
要

素
の
施
貯
量
は
燐
酸
加
里
は
各

々
反
富
一
貫
位
窒
素
ぬ
増
施
す

る
ほ
ど
多
牧
と
た

0
.
他
作
物

の
如
く
過
多
施
周
広
よ
る
惑
影

響
は
認
め
ら
れ
た
い
V

か
ら
.
増

収
を
望
む
場
合
は
七
貫
以
上
の

書

週

間

の

事

に

つ

い

て

晴
「
文
化
の
日
」
を
中
心
と

恒
し
て
調
書
週
間
は
一
九
四

宍
七
年
の
第
一
回
以
来
六
年

第
百
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
市
制
賀
施
初
の
行
事

と
し
て
.
闘
書
館
、
各
畢
授
、

各
穣
固
体
等
に
お
い
て
多
彩
な

行
事
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り

施
用
が
必
要
で
あ
る
。
栽
植
密

度
は
苗
の
大
小
に
も
よ
る
が
、

反
笛
四

l
五

0
0
0本
位
が
遁

嘗
で
あ
る
。
植
付
苗
は
な
る
べ

く
了
寧
に
取
扱
い
直
根
が
切
れ

な
い
様
に
し
て
或
程
度
の
床
土

の
附
着
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま

L
い。

「
一
一
般
臨
床
検
査
.
削
蹄
、

午
ム
寄
生
中
卵
横
査
、
妊
娠

一
鑑
定
、
普
殖
障
碍
検
査

「
一
般
臨
床
検
査
、
装
削

g
-蹄
、
寄
生
虫
卵
橡
査
、

白
州
〕
停
質
検
査
.
寄
生
虫
腕

戸除

、《
若
令
馬
)

そ
の
他
臆
念
躍
置
簡
易
治
療

等
を
実
施
す
る
。

寄
生
虫
卵
検
査
は
全
数
検
査

を
行
う
の
で
藁
便
を
採
取
す

る
こ
と
。

検
査
当
日
明
三
才
以
下
の
若

令
馬
に
限
り
腕
車
を
実
施
す

る
か
ら
前
日
の
晩
及
朝
の
給

餌
を
抜
い
て
出
場
せ
し
め
る

h

」
》
」
。

①

手

数

料

従
来
家
畜
の
健
康
検
査
に
お

い
て
無
料
で
あ
っ
た
が
今
年

は
健
康
検
査
手
数
料
と
し
て

富
山
勝
牧
.入
証
紙
に
て
五

O

円
を
納
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

然
し
腐
虫
及
削
蹄
は
無
料
と

な
っ
た
。

但
し
.
簡
易
治
療
そ
の
他
の

歯
置
は
猷
腎
師
会
の
事
業
と

し
て
棺
当
料
金
を
支
部
は
ね

ば
な
ら
な
い
。

は
ど
う
し
て
も
必
要
で
、
反

哲
三

O
O貫
位
も
あ
れ
ば
よ

い
が
.
植
付
初
期
の
生
育
を

促
進
す
る
様
に
人
糞
尿
を
施

用
し
て
生
育
を
闘
る
と
よ
い

ぺ

腕

豆

1
土
地
保
全
の
上
か

ら
も
.
栽
培
容
易
な
点
か
ら

も
、
叉
耐
寒
性
の
点
か
ら
見

て
も
重
要
視
す
べ
き
作
物
で

あ
る
。
今
春
缶
詰
会
胞
と
の

特
約
で
ア
ラ
ス
カ
腕
豆
を
栽

培
L
た
が
結
果
も
思
く
な
か

っ
た
様
で
あ
る
か
ら
、
研
究

し
て
増
産
す
べ
き
も
の
と
も

考
へ
ら
れ
る
。
普
通
腕
一旦
の

播
種
期
は
十
月
二
十
五
日
頃

が
最
も
よ
い
が
ア
ラ
ス
カ
腕

豆
に
つ
い
て
は
耐
寒
性
の
点

に
研
究
の
余
地
が
あ
る
。

ま
し
た
。

マ

馬

奨

展

費

曾

マ

美

術

展
費
愈
マ
レ
コ
ー
ド
ヨ
シ

サ
1
ト

マ

幻

燈

曾

マ

ナ

ト
コ
険
罵
曾
マ
聞
書
館
懇

談

曾

マ

利

用

者

懇

談

曾

マ
各
工
場
、
事
業
場
の
闘
書
係

具
と
の
懇
談
曾
マ
自
動
車

文
庫
の
市
内
巡
回

i

り
一
前
回
に
引
統
き
闘
書
館
に
備

「ず

H
L閉
山
尚
mv

よ
一
付
て
あ
h

り
ま
す
、
レ

3
1
F
、

ご

L
r
l』
一
。

だ

一
の
目
録
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
1
1馴
川
叫
す
舘
一
皆
様
の
御
利
用
を
お
待
ち
し
て

&

・

高

胸

書

一

い

ま

す

。

州
通

am喝
圏

一@

歌

劇

ロ

催

し

も

の

口

一

O
ベ
ル
リ
オ
1
ズ
作
曲
「
フ
ア

来
る
十
島
二
十
七
日
よ
り
十
一
ウ
ス
ト
の
却
罰
」
全
曲

一
月
九
日
ま
で
賓
施
さ
れ
ま
す
一

O
ピ
ゼ
エ
作
曲
「
丸
ル
メ
シ
」

議
書
週
間
に
は
、
い
ろ
/
¥
の
一
前
奏
曲
集

催
し
も
の
を
す
る
こ
と
に
な
っ
一

O
ウ
エ

1
パ
1
作
曲
「
臆
醸
の

て
い
ま
す
が
、
行
事
予
定
は
左
一
射
手
」
序
曲

記

の

遁

り

で

す

。

一

O
ベ
1
ド
グ
エ
シ
作
曲
「
フ
イ

定
期
レ
コ
ー
ド
コ
シ
サ
1

ト
一
-
ア
リ
ヲ
レ
オ
メ
1

レ
」
序
曲

期
日
十
月
二
・
ヤ
五
目
、
午
後
七
一

'
第
三
番

時
三
十
分
よ
り
(
三
七
回
)
曲
一

O
J
・
γ
ユ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲
」

目
宮
ル
ト
1
特

集

番

組

一

こ

う

も

り

」

序

曲

解

説

桝

崎

宗

雄

氏

一

O
J
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
品
醐
「

第
三
十
六
回
開
催
の
レ
コ
ー
一
ジ
ア

γ

1
男
爵
」
幻
想
曲

ド
コ
シ
サ

1
ト
の
曲
目
に
変
更
一

O
ト
ホ
マ
作
曲
「
ミ
ニ
ヨ
ン
」

あ
り
ま
じ
た
こ
と
を
お
わ
び
し
一
序
曲

ま

す

。

一

@

管

絃

楽

舞

踏

曲

恥

行

進

曲

V
図

書

館

案

内
(
第
四
回
〉
一

O
ラ
グ
エ
ル
作
曲
「
ボ
レ
ロ
」

除
制
問
凶
問
問
問
川
崎
悶
出
悶
目
町
同
国
同
凶

mnH
H川
川
M
N
N刊

M
M刊
M
附
M
刊
刊
川
山
川
開
・

!

一

笹

山

方

面

は

，

金

山

ザ

藷

畑

守

)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
川
l
)

一
一
志
木
も
な
ぐ
模
型
飛
行
機

;
白
;
;
日
;
白
-
(
(
is)

一
議
獄
練
習
地
色

L
て
最
適
地

1
1
1
1
1
1
(
(
1
1
1
1

一
首
号
麓
院
大
谷
鎮
泉
が
討
っ
て

台

市

内

ハ

イ

キ

ン

ゲ

湿

地

命

一

3
キ

w
r
@
捷
机
を
態
う
。

澄
み
き
っ
た
秋
の
空
に
、
赤

一
き
り
大
衆
を
吸
予
定

え

さ

e
一
広
一
野
遜

?

な

ま

?。

ト

Y
ポ
が
空
一
ぱ
い
に
飛
ん
で

一
し
〈
健
康
そ
ゆ
も
の
で
あ
ゆ
ま

一

無

様
富
士

42
n
a芯
一
犬
神
山

い
る
o
ま
き
し
く
「
支
局
く
」
と

一
す

。

一

。

鞍
叫
t
i
一
先
住
民
族
の
遺
蹟

叫
ば
ざ
る
を
得
な
い
時
と
な
り

一

先
つ
角
川
谷
を
た
ヴ
ね
あ
と
一
を
た
づ
抱
.
ぞ
れ
か
ら
布
施
谷

ま
L
た
。
晴
々
と
し
た
こ
の
空

一舛
方
城
祉
、
鹿
熊
城
祉
が
あ
り
一
に
下
れ
ぽ
・
品
川
患
の
}
=
坊
が

に
、
健
康
第
}
郊
外
へ
の
ハ
イ

一
ま
す
。
共
に
訟
倉
城
群
の
山
城
一
あ
り
、
奨
蓮
坊
、
光
事
坊
、
建

キ
γ
グ
は
、
欠
く
こ
と
で
き
な

一
で
.
吉
野
か
ら
浅
生
、
有
山
を
一
蔵
坊
の
古
利
は
宮
寺
守
本
倉
千

い
秋
の
行
楽
で
あ
り
ま
す
。

一
経
て
舛
方
官
へ
o
魚
津
電
鉄
駅
一

手
観
普
像
、
と
共
に
季
一
位
男
女
の

き
て
市
内
に
お
け
る
ハ
イ
キ

一
か
ら
約
一
時
間
竿
で
頂
上
そ
極
一
崇
拝
の
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
グ
コ

T
ス
は
非
常
に
多
い
。

一
め
、
そ
れ
か
ら
山
越
し
に
鹿
熊

一
寺
門
ま
で
地
鉄
パ
ス
が
運
鴨
し

名
勝
旧
蹟
を
た
づ
ね
て
懐
古
の

一城
に
琶
る
。
頂
上
へ
は
麓
か
ら

一
て
い
ま
す
。

情
を
暖
め
.
ま
っ
た
け
、
は
つ

一
約
一
時
間
、
眼
下
は
一
望
千
里

一

片
貝
川
の
谷
に
鳴
っ
て
上
・
れ

た
け
、
し
め
じ
、
な
ど
の
繁
殖

一
富
山
平
野
は
手
に
取
る
様
に
関
一
ば
.
金
山
紅
葉
に
包
ま
れ
、
そ

地
を
探
ね
て
味
嬉
の
秋
を
味
い

一
け
、
早
月
川
、
常
願
寺
川
、
神
一
の
眺
め
は
ま
た
格
別
で
)
第
「

展
望
絶
佳
の
地
に
立
っ
て
思
い

一
遁
川
、
片
民
川
、
黒
部
川
の
諮

一
費
電
所
か
ら
第
四
発
電
腕
ま
で

川
も
.
白
布
一
、
四
つ
の
護
軍
所
の
水
車
が
.

を
流
し
た
様
一
運
輔
の
騒
曹
を
糠
谷
の
開
け
さ

に
只
々
夢
見
一
に
溶
け
さ
せ
、
「
幽
仙
艇
に
遊

る
心
地
が
し
一
ぶ
」
の
感
が
あ
り
こ
L

へ
も
地

一
鉄
パ
ス
が
黒
谷
嬬
主
で
運
開
し

ま
す
o

ま
た
一
て
紅
葉
の
絡
景
を
味
わ
う
こ
と

こ
の
方
面
に
一
が
で
き
ま
宇
。

は
北
山
.
坪
一
魚
津
市
内
の
ハ
イ
キ
シ
グ
地

野
の
二
鏑
泉
一
は
至
る
所
に
あ
っ
て
.
ご
は
の

が
あ
っ
て
秋
一
行
程
の
好
溜
地
を
選
ん
で
「
歩

の
-
日
を
充
一
け
、
歩
け
」

j
i
-
-
-
そ
し
て
昂

一
然
の
気
を
養
っ
て
.
明
日
え
の

分
湯
浴
の
気
一一
活
動
の
糧
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

分
に
浸
る
こ
一

1
l
i
l
l
l
i
-
-
-
-

と
も
で
き
ま
一

巌

内

人

事

す
。
こ
L

ヘ
一
主
事
(
西
布
施
支
所
長
以

は
地
鉄
パ
ス
、一

吉

井

久

.
太

郎

が
毎
日
遭
っ

一
一
聞
に
よ
り
主
事
を
菟
ず
る

て
い
ま
す
。

一

主
事
ハ
西
布
施
支
所
次
長
〉

中
央
部
の
一

ー

幡

谷

・
策

蔵

山
寺
.
上
野
一
西
布
施
支
所
長
を
命
ず
る

方
開
雲
仙
州
石
一

〈
各
遁
〉
十
月
八
日
付

一
家
畜
綜
合
検
査
に
つ
い
て

家
畜
の
損
耗
を
防
止
し
併
せ

て
家
音
衛
生
飼
養
管
理
穂
蹄
等

の
指
導
を
実
施
す
る
た
め
突
の

要
領
に
て
鯨
の
家
畜
綜
合
橡
査

が
実
施
さ
れ
る
か
ら
‘
牛
ハ
乳

用
牛
を
除
く
〉
馬
の
飼
養
者
は

全
部
受
橡
せ
ら
れ
た
い
。

①
検
査
寅
施
月
日
及
場
所

地
臣
賞
施
月
日
検
査
場
所

十
月
二
士
一
日
下
中
島

下
中
島

h

v

-

一
十
五
日
小
学
校

法

倉

h

H

-

一
十
四
日
程
倉
h
ゲ

片

貝

h

ゲ
ニ
文
日
片
貝
h
v

遭
坂
麓
付
郡

上
野
方

上
野
方
ク
コ
克
日
小
学
校

下
野
方
h

ゲ
官
一
十
日
下
野
方
h

ゲ

上
中
島
h

ゲ
三
十
一
日
上
中
島
h
v

道

下

主

月

四

日遭
下
農
協
樹
、

経

団

h
v

十

日

経

団
H
H

加

麗

h
v

十
一
日加
積
小
学
校

天

神

h

ゲ
十
二
日
天
神
h

ゲ

西
市
路

西
布
施
h
v

十
三
日
農
協
前

(
各
機
査
場
共
午
前
九
時
よ

り
午
後
三
時
ま
で
〉

①
検
査
項
目

今
月
一
日
護
行
の
本
紙
贋
報

に
よ
っ
て
お
知
ら
せ

L
て
お
き

ま
し
た
、
市
昆
麗
第
=
三
一
期
の
徴

臆
令
書
が
一
一
-
お
忘
れ
な
い

寵
行
さ
れ
-
り
一
で
恥
.

一
ま
ま
し
た
。
一
ょ
一
下
さ
い
。

一
納
期
限
は
一
だ
一
向
期
限
に
遅

一
今
月
三
十
一
役
一
れ
ま
す
と
百

百
で
あ
り
一
純
一
円
に
つ
き
日

十
ま
ず
か
ら
一
一
一
歩
四
銭
の
割

一
合
で
延
滞
金
を
納
入
し
て
頂
か

一
ね
ば
な
ら
な
い
こ
主
に
な
り
ま

一
す
か
ら
お
注
意
下
さ
い
。

z
p
t
'
t
e
e
s
'
'
e
'N
4
E
4
a
f
f
f
f
f
s，
 

闘
家
地
方
瞥
察
富
山
師
脚
本
部

謹
表
「
富
山
廊
の
被
害
者
は
死

者
六

O
名
.
頁
傷
者
三
四

O
名

」
私
謹
は
こ
ん
な
事
を
聞
け
ば

ど
ん
な
大
事
件
が
起
き
た
の
だ

ら
う
と
誰
れ
も
が
驚
く
で

L
よ

ζ
J

。
そ
し
て
私
一
バ
則
一
そ
れ
ら
が

謹
は
い
つ
一
釘
部
一
拡
建
一
入

も
こ
の
様
一
け
晶
一
々
々
の
費

一
任
の
上
で

な
危
険
に
一
つ
-
父
・
-
完
全
に
防

さ
ら
さ
れ
一
に

-
3
7
・
・
:

て
い
る
と
一
身
よ
一
く
と
2
4
U

-
「
一
出
来
る
と

聞
か
さ
れ
「
ノ
一
聞
か
さ
れ

て
は
盆
々
一
札
二
る
と
ま
た

驚
ぐ
よ
り
一
司

e一
/
¥
ぴ
つ

外
ぬ
あ
り

3
1
A
一
く
り
句し
ま

ま
せ
ん
。
一
包
巴
一
す
が
‘一
体

V
A

一
辺
川
J
1

こ
れ
は
何

事
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
昨
年
一
年
間
の
富

山
際
一だ
け
で
の
交
通
事
故
の
被

害
な
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
死
傷

者
は
哲
人
の
み
で
家
族
建
の
こ

と
を
思
い
ま
す
と
、
そ
の
悲
惨

さ
に
胸
を
訂
た
れ
ま
す
。

現
代
留
学
は
万
金
を
積
ん
で

も
身
体
の
傷
害
を
跡
方
も
な
く

・1ERE
E
E・E
・-E・E
・---tE

払
今
ま
で
郵
置
さ
れ
て
い
た
一

酸
化
炭
素
の
完
全
に
回
収
し

利
用
で
き
る
こ
と

4
炭
素
効
蔀
が
約
八
M
P
も
向
上

す
る
こ
と

ι耀
掘
り
の
必
要
が
な
い
こ
と

札
装
置
が
自
動
化
さ
れ
て
い
て

操
作
が
簡
単
な
こ
と

な
ど
で
製
造
原
慣
も
二
割
以

土
も
低
下
す
る
の
で
、
農
家

の
方
々
が
渇
望
し
て
お
ら
れ

る
石
灰
窒
素
も
こ
の
世
界
一

の
電
気
憾
に
よ
る
増
産
で
潤

津
化
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

向
こ
の
電
気
憶
は
東
京
の
丸
ピ

ル
程
の
高
さ
で
す
が
そ
の
優
秀

な
高
性
能
に
よ
っ
て
従
来
の
カ

ー
バ
イ
ド
製
遁
技
術
ピ
原
爆
的

革
命
を
贋
ら
す
と
同
時
に
近
代

化
学
工
業
の
発
展
に
一
大
威
力

を
も
つ
こ
と
で
せ
う
。

昭和27年1.0月15日接行

に
て
宮
地
の
玉
葱
の
植
付

怒
川
の
遁
期
は
十
一
月
上

玉
し
句
で
あ
る
。

①
つ
イ
、
殺
植
の
距
離
普

通
睦
巾
五
尺
と
し
一
尺
の
講

を
設
け
て
作
陸
す
る
。
か
よ

ラ
に
す
る
と
睦
の
表
面
の
巾

は
三
尺
二
寸
と
な
る
か
ら
‘

こ
れ
に
五
傑
植
と

L
株
聞
は

五
寸
位
が
普
遁
で
あ
っ
て
反

嘗
三
万
本
前
後
を
植
付
け
る

て

肥

料

l
肥
料
と

L
て
窒
棄

が
重
要
で
反
富
五
貫
位
が
必

要
、
加
里
は
四
賀
燐
酸
肥
料

は
二

l
一
一
一
貫
が
よ
い
。
堆
肥

報

片

貝

二

束

、

八

O
O円

加

積

二

七

、

八

O
O円

道

下

七

回

、

六

O
O円

経

田

四

六

、

一

O
O円

天

蹄

一

四

、

六

O
O円

西
布
施
二
=
一
‘

λ
ο
O円

計

五

二

一

、

七

O
O円

募
金
目
標
艶
当
額

一
丸
台
.
問
。
。
円

一
一
一
一
、
セ

0
0円

二一

.
0
0
0円

二
七
、
七

O
O円

一
玉
、
四

O
O円

一
三
円
尺
O
C円

一
盲
目
セ
キ
一
最
近
「
百
一
富
市
で
は
、
予
防
接
種
法
に
基
)
支
所
別

一
予
防
接
種
一
日
せ
き
」
一
い
て
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
十
一
品
府
議

以
流
行
っ
て
き
ま
し
た
。
二
月
末
日
迄
の
閑
に
、

、各
支
所
一
下
中
島

t
t‘
t
‘
t
‘
t
‘
t
‘
t
‘
t
‘
t
‘
t
一
毎
に
左
の
該
富
者
に
予
防
接
麗
一
上
中
島

一

《

3
…
庁
会
署
一
一
を
寅
珂
し
て
お
り
ま
ず
か
ら
・

一
松

倉

ヨリ〓…
-ra
士
該
嘗
の
幼
児
を
も
っ
て
お
ら
れ
上
野
方

↑

畑

一
問

的

察

~

一
る
お
母
さ
ん
は
必
ず
注
射
を
受
下
野
方

~
回
一
一
時

安

警

ヱ

け

さ

せ

て

下

さ

い

。

b
邑
一

1
…

直
町
二
、
生
後
三
ヶ
月
よ
り
生
後
六

一
一
民
一
行

津

刻

区

一

7月
の
幼
児

一

駐

日

区

地

一

二

寸

前

号

の

定

期

の

予

防

毒

員

一

1
一

地
-
一
後
十
二
ヶ
月
か
ら
十
八
ヶ
月

日

交

一
朗

…

律
、
律
u

一

の
期
間
に
該
首
す
る
幼
児

ゴ

1
…
魚

-

一

…

}

一

魚
魚
ニ
=
一
、
問
魚
諌
町
は
昭
和
二
十
一

-

t
‘・
1
1
‘
t
‘
t
‘
t
‘
t
‘
L
一

年
四
月
一
日
か
ら
、
昭
和
二

直
す
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
し
て
一
十
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
に

死
者
を
よ
み
が
え
ら
す
こ
と
は

一

生
ま
れ
た
子
供

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
様
な
不
幸
一
向
接
種
に
は
実
質
と
し
て
九
十

が
私
達
の
家
庭
の
幸
福
を
乱
し

一円
が
い
り
ま
す
が
、
可
愛
い
L

た
ら
大
型
で
す
。
私
達
の
日
頃

一
子
供
さ
ん
の
病
気
を
予
防
す
る

の
防
犯
に
封
す
る
関
心
か
ら
忘

一
た
め
‘
是
非
接
種
し
て
お
き
ま

れ
ら
れ
て
い
た
大
切
な
事
に
お

一
せ
う
。

気
付
き
の
こ
と
思
い
ま
す
。

一

I
I
l
l
i
-
-

今
度
全
図
一
費
に
突
遁
安
全

一
大
:
:
:
育
園
民
た
す
け
あ
い

旬
間
が
十
月
十
五
日
か
ら
二
十

一
…
自
民
…
「
赤
い
羽
根
」
共
同
募

五
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
が
.

一
…
H
門
…
金
運
動
が
、
十
月
一

-

1

・

私
達
は
こ
の
機
会
に
も
っ
と
突

一
…
Z
ん
す
…
日
か
ら
三
十
一
日
ま

遁
に
関
心
を
醜
い
安
全
運
動
を

一
…
、
…
で
、

全
闘

一
費
に
く

通
じ
て
交
遁
道
徳
を
君
主
三
礼
…
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い

で
に
し
た
い
も
の
で
す
。

一
…

d
m
…
ま
す
。

そ
と
で
次
の
目
標
を
定
め
ま

一
台
:
:
:
挙
共
同
募
金
目
標
額

し
た
か
ら
先
ず
そ
れ
等
に
つ
い

一
建
成
の
成
否
は
、
祉
曾
事
業
.

て
注
意
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し

一
更
生
保
殺
事
業
に
、
延
て
は
、

ょ

う

。

一

当

市

の

民

聞

社

曾

事

業

の

消

長

L
入
、
右
側
は
車
は
左
側
を
遁

一
に
大
き
な
関
係
が
あ
り
ま
す
の

り
ま
し
ょ
う
(
劃
面
安
遁
)

一
で
?
市
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
各

2.
踏
切
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

一
支
所
別
に
目
標
額
を
割
当
し
て

ハ

一

旦

停

止

)

一

皆

さ

ん

の

深

い

理

解

E
同
情
を

3
遣
に
物
を
置
か
ず
叉
子
供
達
一
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
目
標
額
を
建

を
遊
ば
せ
ぬ
ど
う
に
o

-

成
す
る
よ
う
望
ん
で
い
、ま
す
。

広市

'
j世
界

に

誇

る

弧

一
日
カ
魚
津
工
場
の
電
気
燈
一

一

丸

ビ

ル

よ

り

高

い

口

一

''E--a-v.

，a.
，.，
a.

，
 
.. a-F
・・且.，
eea.

，.，
a-v--

‘.，e
・‘.，
z--aav--a
・

カ
ー
バ
イ
ド
、
石
灰
窒
素
等

一
化
学
部
門
)
の
四
大
会
社
が
最

の
化
畢
肥
料
、
ビ
ニ
ー
ル
、
メ

一高
の
技
術
を
傾
倒
し
て
製
作
し

ラ

ミ

て

腎
薬
品
等
‘
化
畢
工

一
た
も
の
で
、
ド
イ
ツ
か
ら
分
解

業
晶
の
製
誼
に
、
日
本
産
業
界

一
し
て
職
迭
さ
れ
‘
去
る
三
月
か

に
万
丈
の
気
を
は
い
て
い
る
魚

一
ら
六
億
余
円
の

E
額
を
投
じ
て

津
の
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
で
は
.

一
工
場
内
に
据
付
工
事
が
進
め
ら

今
度
世
界
一
の
大
き
い
、
し
か

一
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
程
完

も
最
新
鋭
の
全
密
閉
回
開
式
二

一成
し
て
十
日
火
入
式
を
行
い
ま

万
キ
ロ
ワ
ヅ
ト
寵
気
耀
が
設
備

一

七
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
在
来

さ
れ
ま
し
た
。

一
の
開
放
式
電
気
燐
に
く
ら
べ
て

こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
ジ
ト
メ
ン

一
L
消
費
電
力
の
二
割
が
軽
減
さ

ス
祉
ハ
電
気
部
門
)
タ
イ
ゼ
シ

一

れ
る
こ
と

祉
(
ガ
ス
部
門
)
デ
マ

1
グ
祉

一の
め
所
要
工
教
が
五
分
の
一
に
誠

ハ
熔
体
部
門
V

イ
1
ゲ
1
祉
ハ

一

少
す
る
こ
と

一挙一童一

の一
溌
一
育
一
調
一
査
一

今
屋
市
の
保
健
婦
さ
ん
た
ち
が
小
畢
生
の
護
育
朕
況
を
市

内
小
事
校
す
一
一
一
検
生
徒
号
制
割
象
を
し
て
市
の
平
均
身
長
、
体

重
.
脚
臨
や
眺
市
街
地
、
農
村
、
山
間
の
各
卒
均
等
を
調
査

い
た
L
宮

L
た
a

市
全
体
を
総
合
的
位
み
を
す
と
杢
閥
平
均
よ
り
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
原
因
に
は
生
活
頂
境
も
あ
り
ま
す
が
、

一
般
的
に
築
養
や
小
さ
い
時
か
ら
の
習
慣
等
が
護
育
を
妨
げ

て
い
る
よ
う
で
す
か
ら
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
は
究

の
表
を
見
て
子
供
た
ち
の
護
育
に
注
意
致
L
ま
せ
う
。

ι必詰魚

全圏平均 市平均 市街地 農村 山間
109.5 110.7 109.6 107.3 

108.55 107.8 J09.5 107.0 106.5 
114.86 114.2 115.7 114.9 112.7 
113.86 113.5 11 14.4 ，113.9 1]3.6 
1]9.85 119.9 18.8 120.3 1J7.2 
118.48 118.4 119.6 118.1 116.8 
124.78 123.9 125.0 124 0 122.4 
123.62 122.9 124.3 123.2 121.9 
129.28 127.8 130.0 128.3 126.3 
128.48 126.8 128.6 126.3 112361 .0 
133 48 132.5 133.9 132.3 .4 
133 33 133.1 134.6 133.6 J31.5 

体 軍

-二三iF年年男女雲雲 金18.5風4 市18.5 
1街8.9 1農8.5 I山6.2 

!~ . ~~ I ， !? ~ 17.9 17.6 17.5 
20.78 I . 20.5 20.5 20.7 20.4 
20.18 I 19.9 19.8 ]9.τ 20.7 
22.93 I 22.9 22.8 22.5 23.1 
22.25 I 21.9 22.0 21. 7 20.9 

四年雲女男女男

25.36 24.5 25.3 24.7 24.7 
24.48 24.4 24.5 24.4 

五年
27.41 26.9 27.6 26.8 27.1 
Z7.20 22 6.7 26.7 26.7 25 8 

六年
29.88 9.9 31.6 29.6 29.9 
29.80 30.1 30.7 29.~ 29.9 

胸 園

金56.4闘5 5市6.9 5町6.7 5農7.0 5山~.71
54.87 55.0. 55.1 55 3 54.5 

I _.....il 58.57 58.4 58.5 58.7 58.4 
56.67 56.5. 56.2 56..6 56.6 
60.33 60.3 60.0 60.8 60.7 
58.31 57.9 58.] 58.2 59.8 
62.15 61.9 "61.6 62.4 61.3 

60.7 5684 .7 60.6 60.8 
63.85 63.5 .0 63.9 63.7 
62.46 (i2.7 62.5 63.0 62.2 
65.85 65.8 6665 .4 65.9 64.7 I 
64.51 65.1 .1 65.7 64.0 

fP円相?:l年9月.13目、
k搭云越郵便勧認可j

畏身


